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いよいよ 2 月が始まりました。早いもので明日３日は「節分」、明後日４

日は二十四節気の「立春（りっしゅん）」です。寒さはまだまだ続きますが、
暦の上では春となります。 
昨日の２月最初の朝会は、オンラインで行いました。カメラを見て話す

のはなかなか難しいものです。これも時代の流れです。私も勉強です。そ
の朝会で次のような話をしました。いよいよ２月に入りました。先週はマ
ラソン大会がありました。みんな本当によく頑張りました。今日は、２つ
の言葉について考えてみたいと思います。その言葉は、「楽しい」と「楽し
む」です。たった一つの文字が違うだけです。「い」と「む」です。でも、
この言葉の意味は大きく違うと思っています。では、「楽しい」とはどんな
意味なのでしょうか。テレビのお笑いを見て楽しい、コンピューターのゲ
ームをして楽しい、映画を見て、音楽を聴いて楽しい、色々あると思いま
す。つまり、「楽しい」は外部からの刺激を受けて、自分が「楽しい」とい
うことです。この気持ちは自然なもので、特に悪いものではありません。
でも、誰かが与えてくれる「楽しい」ものばかりを追い求めていると、ど
うなるのでしょうか。こんな声が聞こえてきそうです。「～だから、おもし
ろくない。つまんない。」「こんなのダメ～」「もっと、楽しいのがいい。」
そうです。自分の心がプラスになれば楽しいし、自分の心がマイナスにな
れば「つまらない。」「面白くない。」となってしまいます。これがどんどん
進んでいくと、「つまらないのは、だれ誰のせい。」「○○がわからないのは、
○○のせい。」「上手くいかないのは、〇〇のせい。」と考えるようになって
しまうかもしれません。自分から進んで何もすることもなく、立ち止まっ

てよく考えることもなく、いつも周りのせいにする。いつも何かを「して
もらう存在」となってしまいます。つまり、受け身的で、考えることをし
ないということになります。こうなると、楽しくないのは周りのせいと考
えてしまう。このように生きていくと、人生は、「環境や運次第」と考えて
しまい、「自らが切り拓いていく」ということを諦めてしまうかもしれませ
ん。しかし、「楽しむ」はどうでしょうか。「楽しむ」かどうかは、誰でも
ない、自分が決めるものです。もし、与えられたものが、大変なこと、嫌
なことでも、それに対する反応は自分で変えられるということです。見方
や考え方を変えたり、行動を工夫したりすることで、未来を変え、未来を
決定していくことができます。例えば、「こうすれば、楽しくなるのではな
いか。」「これでだめなら、こうしてみよう。」「こんなやり方、あんなやり
方もあるんじゃないか。」と考えることです。つまり、「楽しむ」は、能動
的で、思考的だと言えます。このように考えていくと、どんどん前向きに
なっていきます。そして、周りを責めることもないし、その必要もありま
せん。「人生は、自分の心の在り方次第、行動次第で、次々と開けていくこ
とになる。」そう思いませんか。今日は、「楽しい」と「楽しむ」の言葉の
意味の違いについて話しました。「生きていくことは、自らが選択していく
こと」です。そして、それを決めるのは自分だということです。人生を面
白くするのも、つまらなくするのも、最終的には「自分」ということにな
ります。みなさんは、どう考えますか。さあ、2月。あっという間に過ぎて
しまいます。チャレンジ（挑戦）、コンティニュ（継続）、チェインジ（変
革）の気持ちで、頑張りましょう。今から「行動あるのみ」です。 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大が大変心配な状況です。今一度、

日頃の感染対策の徹底を図ること。そして、感染についての正しい認識を
深め、「恐れず、正しく、適切に」対応していくこと、行動することが益々
必要であり重要なことだと考えます。保護者の皆様のご理解とご支援、ご
協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

2 月が始まりました。新たな気持ちで頑張ろう！ 
－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


